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1.はじめに

コラーゲンというタンパク質を含む,骨や歯,牙といった試料は,しばしば放射性

炭素年代測定の対象となる.これらの試料から加速器質量分析用のターゲットを調製

する場合,一般的にはコラーゲンを抽出する操作を行うが,この過程には時間がかか

るため,時間的制約等によりコラーゲン抽出を行えない場合がある.

本件では,池田ほか (1997)で用いた,保存状態の大変良好な試料7点よりコラー

ゲンを抽出して,バルクで測定した場合の結果との比較を行ったので報告する.

2.試料調製と加速器質量分析計による14C測定
方法は有田ほか (1990)および中村ほか (1996)に改良を加えたものである.

試料をあらかじめステンレス製の乳鉢で粉砕可能な大きさ (厚さ2mm程度の板状)に

切り出しておく.まずアセトンで表面を洗って付着している可能性のある有機化合物を浴

かし落とした後,0.2N水酸化ナトリウム溶液に浸して超音波洗浄した.さらに1.2N塩酸

中で超音波洗浄し,蒸留水でよく洗って60℃の乾燥器中で一晩乾燥させた.

この乾燥したバルク試料をステンレス製乳鉢を用いて粉砕し,有田ほか (1990)

の方法に従ってセルロースチューブを用いたコラーゲン抽出を行って可溶性 コラーゲ

ン (solutioncollagen)及び不溶性コラーゲン (gelatincollagen)を得た (図 1).

それぞれの試料より得たgelatincollagenを,あらかじめ1000℃で焼きだした直径

6m ,長さ5cmのバイコール管に約500mgの線状酸化銅と共に入れ,950℃で焼きだ

した石英綿で軽くふたをした後,少量の銀線を入れた.あらかじめ1000℃で焼きだ

して線状還元銅を約500mg入れた直径9mm ,長さ34cmのバイコール管にこれを入れ,

真空ラインに接続排気し封管した.これを電気炉内で850℃で約2時間加熱して試料

中の炭素を二酸化炭素に変えた.

真空ライン中で,液体窒素 (-196℃)及び液体窒素で冷却したエタノール (約-100

℃)及びペンタン (-129℃)を寒剤として用いて二酸化炭素を精製した.さらに,約

1･5mgの鉄粉末を触媒として,この二酸化炭素を水素還元 してグラファイ トを作成し

た(Kitagawaeta1.,1993).出来たグラファイ トを乾燥した後,アルミニウム製の試料

台に圧入してターゲットを作成した.国際的に標準体として用いられている篠酸

(NBS-MR-49)を標準体とし(Mann,W･B･,1983;Shiver,M･,1983),名古屋大学年代

測定資料研究センターに設置されている加速器質量分析計により14C測定を行った(中
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図 1 コラーゲン抽出のフローチャー ト
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表 1 試料のgelatincollagenとsolutioncollagen含有量
Table1Gelatincollaenandsolutioncollaencontentofcollaencontainln

SampleNo. Gelatin00llagen/% Solutioncollagen/%

IVORY-1

IVORY-2

ⅠVORY-3

IVORY-4*

IVORY-5

ⅠVORY-6

IVORY-7

21.5

14.6

16.5

13.5

15.4

17.1

*Thesolutioncontainlnggelatincollagenwaspartiallylost･

表2 コラーゲンの炭素及び窒素含有率,C/N比,14C量及び ∂ -3C
Table2Carboncontent,nitroencontent,C/Nratio,14ccontentand♂ 13cofcollaencontainin

SampleNo. Ccontent/% Ncontent/% C仰 ratio 14ccontent/pM 6 13C/‰

IVORY-1GC

IVORY-2GC

IVORY-3GC

IVORY-4GC

IVORY-5GC

IVORY-6GC

IVORY-7GC

44.56 15.65

41.24 14.91

42.18 14.86

40.76 14.39

41.13 14.78

42.45 15.25

42.92 15.48

114.9±1.3

111.9±1.5

112.9±1.5

124.0±1.7

111.7±1.5
133.4±1.4

116.3±1.5

-25.3±0.1

-23.6±0.1

-23.7±0.1

-24.8±0.1

-25.4±0.1

-23.3±0.1

-24.3±0.1

measurementerrorof♂ 13C:±0.1



村 ほか,1988).

3.結果及び考察

表 1に試料のsolutioncollagenとgelatincollagenの含有率 (ⅠVORY-4のgelatin

collagenは溶液を一部損失してしまったため値無し)を示 した.いずれの試料も

solutioncollagenをほとんど含んでお らず,一方gelatincollagen含有率はきわめて高い.

状態の良い現代の試料においては,コラーゲンはそのほとんどがgelatincollagenの形

態で存在すると考えられる.

表 2に各試料のgelatincollagenの炭素含有率,窒素含有率,C仰比,14C量(pM)及び

∂13Cを示した.14C量は,池田ほか (1997)で示 したバルク試料の14C量と誤差範囲内

で一致,あるいはきわめて近い値を示 している.このことより,状態の良い試料 につ

いては,コlラーゲン抽出を行わずにバルクの状態か ら直接炭素を取 り出しで4C測定

を行っても差し支えのないと考えられる.
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PreparationofCollagencontalnlngSamples
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Weshowedthedataofcarboncontent,14ccontent(pM)and613cofgelatincollagenextractedfrom
7ivorysamples･nesewerepreparedbyasimplepreparationmethod(bulksamplesweredirectly
combustedintoCO2andmeasured14ccontents)inpreviousstudy.Allthesamplesshowedlow
contentofsolutioncollagenandhighcontentofgelatincollagen,suggestingwellreservedsamples
containcollagenintheform ofgelatincollagen･
Wefoundeach14ccontent(pM)ofgelatincollagenisa血ostthesameasthe14ccontentofbuk
sampleshowninpreviousstudy,suggestingwemaypreparesampleswithoutextractingcollagenif
thesamplesareundergoodcondition･
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